
表敬訪問
3.25 （火）

Japan Wagamama Awards グランプリ

アプリをつくって世界へ

  10代の若者たちが身近な人の課題を解決するため
にアプリを開発するコンテスト“Japan Wagamama 
Awards”において、市内在住中学2年生の佐野帆那さん
がグランプリを受賞し、石坂市長へ報告しました。佐野
さんは、忙しいお母さんのために、レシートの写真をも
とにレシピを提案するアプリを開発しました。7月に、
アメリカで開催されるサミットで発表する予定です。

表敬訪問
3.26 （水）

真岡から飛び立ち スポーツで国際協力

JICA海外協力隊　海老澤毅さん

　JICA 海外協力隊として中央アジアのキルギスへ
派遣される海老澤毅さんが市役所を訪れました。海
老澤さんは「世界大会に出るような選手の育成を最
終目標に、まず、多くの子どもたちと練習して空手
道の土台を築いていきたい」と石坂市長に抱負を語
りました。4 月から 2 年間、キルギスで空手道の指
導者として活動します。

報告会
4.1 （月）

真岡まちづくりプロジェクト “まちつく”

ふるさとづくり大賞 優秀賞 受賞

　まちつくメンバー 4 期生を代表した高校生と、ま
ちつくとの協働事業を展開する方々が市役所を訪れ、
寺子屋ドーナツや五行川河川緑地でのマルシェ開催
など、令和 6 年度の活動報告とふるさとづくり大賞
優秀賞 受賞の報告を行いました。今期は、まちづくり
拠点“コレカラ”がオープンし、たくさんの「やってみ
たい!」という想いを叶える取り組みが加速しています。

左から、井上真さん、舘野由佳里さん（真岡女子高 3 年）、上杉遙香さん
（真岡女子高 3 年）、石坂市長、中畑恵さん、大瀧武志さん、渡部真子さん

イベント
3.23 （日）

生産者の想いを知り いちごの魅力を再発見

いちごハウス巡り

　農家の方とのつながりを感じてもらおうと、
NPO 法人 T

つ な ぐ

SUNAGU M
も お か

OKA が主催し、生産者の
こだわりや想いを聞きながら自慢のいちごを味わう

“いちごハウス巡り”が開催されました。参加者た
ちは、いちごハウス 5 カ所を巡り、施設や栽培方法
の違いなどの話しを聞きながら、各ハウスで提供さ
れる完熟いちごを試食し、味の違いを楽しみました。
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イベント
3.25 （火）

　　26 （水）

企業に直接訪問して働く人の話を聞いてみよう

高校生向け企業見学バスツアー

　地元にある企業を知って進路を選ぶ際の参考にし
てもらおうと、高校生を対象とした企業見学ツアー
が行われました。参加者たちは、午前・午後の部に
分かれて市内にある 6 つの企業を訪れ、実際に働
いている人の様子を見たり、話を聞いたりしました。
高校生たちも積極的に質問するなど、自分の将来に
ついて考えるきっかけとなりました。
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イベント
3.28 （金）

おとなの自然観察 （根本山）

スミレを観察しましょう

　今回の観察会は、雨上がりの曇り空となりました
が、約 2 時間 30 分かけて根本山をのんびり歩き、
スミレを観察しました。参加者たちは、水辺を好む

スミレや山の斜面に咲くスミレな
ど、9 種のスミレを観察したほか、
花を咲かせ始めた植物を楽しみ、
根本山の春を堪能しました。

イベント
3 月下旬

～ 4 月上旬

美しいピンク色　春を彩る

真岡の一万本桜まつり

　今年もソメイヨシノや枝垂れ桜などたくさんの桜
が咲き誇り、真岡に春本番を告げました。“北真岡
地域ふれあい桜まつり”や“にのみやナイトブロッ
サム”等のさまざまなイベントが開催され、多くの
家族連れなどでにぎわいました。市内各所の桜ス
ポットでは、ピンク色のトンネルが青空に映え、お
花見に訪れた人たちを楽しませていました。
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